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研究成果の概要（和文）：ASEAN3か国の看護師に職業満足度と海外移動の意思を調査し、714名（フィリピン2
名、インドネシア320名、ベトナム332名）の回答を分析した。
職業満足度はJob Satisfaction Survey(Spector,1985)の36項目を用いて調査をした。その結果、ベトナムは海
外移動の意思を持つ看護師が多く、仕事に対する満足度が海外移動の意思につながっていた。特に、経済的要因
よりも組織管理や上司に対する満足度が強く影響していた。また、COVID-19パンデミックの影響はフィリピンや
インドネシアでは見られなかったが、ベトナムでは特別手当の有無が海外移動の意思に強く関連していた。

研究成果の概要（英文）：Job Satisfaction of nurses in three ASEAN countries were surveyed about 
their job satisfaction and intention to leave the country based on 36 items of the Job Satisfaction 
Survey (Spector, 1985) . Total respondents were 714 (2 from the Philippines, 320 from Indonesia, and
 332 from Vietnam) .
The results showed that more nurses in Vietnam had the intention to leave abroad compare to others, 
and job satisfaction linked to the intention to leave the country. In particular, satisfaction with 
organizational management and supervisors had a stronger influence than economic factors. In 
addition, while the COVID-19 pandemic did not affect nurses’ will to leave in the Philippines or 
Indonesia, the special benefits for covid-19 was strongly related to the intention to leave the 
country in Vietnamese.

研究分野：国際看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Nurse migrationに影響する要因は種々あるが、職業満足度と賃金が大きな要因の一つであることがわかってい
る（Kingma, 2006）。しかし、アセアン諸国では(政治体制が社会主義・共産主義の国もあり)雇用形態が多様
で、離職とnurse migrationの関係性はあまり研究されていない。日本を含む先進国は少子高齢化社会を迎え外
国で教育を受けた看護師への需要は高い。アセアン内/からの看護師の移動はMRAが発効されても不透明である
が、アセアンからの看護師の流出はUHCの達成の障壁となり健康格差の拡大をもたらす可能性がある。したがっ
て看護師の移動の傾向を明らかにすることは重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

(1) 看護師の移動の世界的潮流 

1990 年代より世界的に活発化した看護師の移動（nurse migration）は主に南北間の移動であ

ったため、送り出し国の看護人材不足やそれによる健康格差の拡大（Stilwell et al., 2003）、

教育への投資や将来のリーダーの喪失（Buchan, 2001）など様々な問題を引きおこし、Universal 

Health Coverage(UHC)の障壁として大きな議論となった。アジアでは目的地が欧州・米国から中

東・オーストラリアへ変化し、日本もそれに加わった。しかし、経済格差の大きい地域間の移動

には、言語、看護基礎教育を含む教育システムや看護職の資格認証などの様々な課題があり、ど

のようなシステムでそれらの課題を解消しようとしているかは、ほとんど報告されていない。特

にアジアでは看護教育を英語で行っている国はシンガポール・フィリピン・タイを除いてないが、

nurse migration における言語の障壁をどのように克服しているかの報告はない。 

 

(2) アジアにおける看護師の移動 

2015 年 12 月のアセアン経済共同体設立により域内での看護師の移動の自由が認められこと
になり、アセアン加盟国では看護師免許の相互認証（MRA）にむけ 2006年から整備がおこなわ
れた。 (ASEAN, 2006）。しかしアジアでは nurse migrationには 4つの障壁（①言語、②国家資
格試験、③看護教育、④看護監督機関）があり（Matsuno, 2009）、MRAのため障壁解消に各国
が取り組んできた。一方、Nurse migrationに影響する要因は種々あるが、職業満足度と賃金が
大きな要因の一つであることがわかっている（Kingma, 2006）。しかし、アセアン諸国では(政治
体制が社会主義・共産主義の国もあり)雇用形態が多様で、離職と nurse migrationの関係性はあ
まり研究されていない。日本を含む先進国は少子高齢化社会を迎え外国で教育を受けた看護師

への需要は高い。アセアン内/からの看護師の移動は MRA が発効されても不透明であるが、ア
セアンからの看護師の流出は UHC の達成の障壁となり健康格差の拡大をもたらす可能性があ
る。したがって看護師の移動の傾向を明らかにすることは重要である。 
 

2．研究の目的 

本研究の目的は、(1) 看護師の職業満足度と離職意思を明らかにする、(2）看護師の移動に対
する態度を明らかにする、(3）アセアンにおける看護師の移動を予測する、をフィリピン、イン
ドネシア、ベトナムで調査することを目的とした。 

 

3．研究の方法 

(1) 研究デザイン 

  本研究は自記式質問表を用いた量的横断研究である。 

 

(2）対象 

 フィリピン、ベトナム、インドネシアの都市部にある 3 次レベルの病院に勤務する看護職

各 300 名を対象とした。フィリピンは研究倫理審査申請の資格が日本と異なり、Good Clinical 

Practice の資格証明書が必須であったため、倫理審査申請をすることができず、また、病院か

ら許可が出ても看護師から協力を得られず、研究参加者が少なかった。 

 



(3) 研究期間 

2017 年 4 月より研究を開始したが、2019 年 12 月より COVID-19 感染症が世界中に広がり、海

外渡航ができなくなった。また、研究対象者が看護師であり COVID-19 の対応に忙殺されており

データ収集ができず、期間を 2度延長し 2023 年度までとなった。 

 

(4）データ収集方法 

研究はフィリピン、インドネシア、ベトナムの 3カ国で日本人研究者と各国研究協力者が協力

して実施した。 

使用した質問票は、Job Satisfaction Scale (JJS; Spector, 1997)、Job Satisfaction Index 

(JSI; Tsui,1992)であり、それに研究者が作成した nurse migration に関する 14 項目を追加し

て使用した。JSS は使用許諾不要で、JSI は Sage Publication よりパイロットテストにのみ使用

することで許諾を得た。 

質問票をインドネシア語、ベトナム語に翻訳し、研究協力者にバックトランスレーションを依

頼した。その後、英語版と比較して質問に齟齬が無いか確認した。 

3 か国において、質問票の信頼性、妥当性の検証をおこない、問題は見られなかった。 

本研究は東京医科大学医学倫理審査委員会の承認（T2019-0064）を得て研究をおこなった。イ

ンドネシア、ベトナムは研究協力者が所属の大学において研究倫理審査を受審後、研究協力医療

施設にてデータ収集をおこなった。フィリピンは研究協力医療施設において不要であるとの結

論を得てデータ収集をおこなった。データ収集はセキュリティに信頼性のある SurveyMonkey○R  

を用いた WEB 調査とし、インドネシア語版、ベトナム語版、英語版を作成して用いた。 

 
4．研究成果 
 
 (1) 研究参加者の特性 

分析の対象としたのはフィリピン 62 名、インドネシア 320 名、ベトナム 332 名の合計 714 名

であり、特性は表 1に示す通りであった。 

 3 か国のうち、ベトナムは平均年齢が他の 2か国より低く、男性比も低かった。インドネシア

とベトナムは既婚者が多いのに加え、ベトナムは無宗教の人が大多数を占めた。看護専門教育レ

ベルは、3か国ともディプロマホルダーが大部分であるが、インドネシアは約 3/1 が大学卒であ

った。また、就業年数はフィリピンが一番短いもののばらつきは一番大きかった。平均世帯月収

はどの国もばらつきが大きかったが、一人当たり GDP（United Nations）はフィリピンが 3499 米

ドルで一番低いのに比べ、4164 米ドルのベトナムが平均世帯月収もそのばらつきも一番低かっ

た。 

 

(2) COVID-19 の影響 

2019 年に中国の武漢で発生した COVID-19 は当初は欧州でパンデミックを起こしたが、2020

年にはアジアにも広がった。本研究の対象者である看護師は、パンデミックの最前線で働くこ

とを余儀なくされたが、それが離職意思に影響することも考えられる。 

3 か国とも勤務先の病院で COVID-19 の患者を受け入れていたが、COVID-19 の研修を受けたの

はインドネシアでは半数以下であった。個人用感染防護品（PPE）の不足にはどの国も悩まされ

ていたが、フィリピンでは不足なしと答えた割合が多かった。また、COVID-19 対応手当はどの

国も「なし」と答えた割合は 1/3-1/2 と高かった。COVID-19 への恐怖は３か国間で有意差があ



りインドネシアが一番強かったが、これは研修の有無と比例している。COVID-19 による経済状

況の悪化も３か国間で有意差があり、フィリピンが一番影響を受けていなかった。 

(3) 看護師の職業満足度 

 看護師の職業満足度はJSS36項目を用いて測定した。合計平均は、フィリピン（n=61）は

95.85±5.7、インドネシア(n=318)は96.26±6.6、ベトナム（n＝332）94.5±6.3 と三か国間に

差が見られた（F値＝6.490，P＜0.005）。特にベトナムJSSと国際移動の意思との関係をピアソ

ンのχ2検定で確認したところ、経済、管理、やりがいに関する項目で相関がみられた

(P<0.05)。 

 

(4) 看護師の海外移動への態度 

 看護師の海外移動の意向については、インドネシアの看護師は海外移動に対して後ろ向きの

ものが多く、ベトナムは前向きのものが多かった。この差はピアソンのχ2検定でも有意であっ

た（P＜0.001）。 

 
表 1 看護師の海外移動の意向 

    フィリピン インドネシア ベトナム 合計 

海外移動の意思 あり 46 111 266 423 

  なし 15 209 66 290 

合計   61 320 332 713 
 
(5) 看護師の海外移動とその影響要因 

 回答者の海外移動の意思の影響要因を明らかにするために、まず、JSS 合計点と離職意思の関

係を単相関で調べた。しかし、いずれの国も有効なモデルは算出できず、JSS と離職意思の関係

性は明らかにならなかった。 

次に、海外移動の影響要因を明らかにするため、JSS36 項目との関係を二項ロジスティック回

帰分析で強制投入法を用いて調べた。フィリピンは回答数が少なく分析ができなかったため、イ

ンドネシアとベトナムについて分析した。その結果、インドネシアよりもベトナムのほうが仕事

に対する満足度が移動意思につながっていた。特に、上司、組織管理に対する要因が強く影響し

ていた。一方、インドネシアは給与や手当、周囲の承認が影響していた。 

 研究期間中に発生した COVID-19 パンデミックが海外移住にどのように影響したかを、勤務先

の COVID-19 患者の受け入れ、個人感染防護用品の不足、特別手当、COVID-19 の感染予防研修、

COVID-19 への恐怖、COVID-19 に感染した家族の有無、COVID-19 による経済状況の悪化、の 7要

因について、二項ロジスティク回帰分析を用いて調べた。ほとんどの要因はどの国においても看

護師の海外移動意思に影響を与えていなかった。特に、フィリピンは海外移動に影響を与えた

COVID-19 の要因はなかった。しかし、インドネシアは個人感染防護用品の不足、ベトナムは

COVID-19 の特別手当が海外移動に強い影響を与えていた。 

今回、ASEAN 三か国の病院看護師を対象に、職業満足度、COVID-19 の影響と海外移動の意思 

との関連を分析した。その結果、ベトナムではフィリピンやインドネシアに比べ、海外移動の意

思を持っている看護師が多いことが明らかになった。 

ベトナムの看護師は、他の 2か国よりも職業満足度が有意に低くかった。原因として、他国に

比べ収入が少ないことから、経済的インセンティブが職業満足度に影響していると推測したが、

上司、組織運営管理、労働の意味という要因のほうが強く影響していた。これは、看護師の就職



は国の指示に従い自ら働く病院を選ぶことができないという、ベトナムの制度に起因するのか

もしれない。 

今回の研究中に COVID-19 パンデミックが起こり、看護師は仕事のみならず日常生活にも様々

な影響を受けた。しかし、看護師の海外移動にはあまり影響がみられなかったのは、COVID-19 パ

ンデミックをネガティブに受け取らず、医療人の責務として対応してきた結果と考える。また、

COVID-19 感染症による死亡者数が、フィリピン 6.6 万人、インドネシア 15.7 万人、ベトナム 4.3

万人（Reuters,2022）と世界的にみると少なかったことも影響している可能性がある。 

 本研究の結果から、ASEAN3 か国の海外移動の意思は国によって大きな差があることが分かっ

た。その意思は看護師の職業満足度が低いほど強かった。経済成長が進む ASEAN では、経済的イ

ンセンティブだけで看護師は移動するわけではなく、組織のありようも大きく影響していたこ

とから、病院組織管理が発達すれば国内にとどまる可能性もある。 

看護人材は世界中で不足しており、アジアの看護師は争奪戦となっている。しかし、今回の 3

か国も遠くない将来高齢化社会となり、国内における看護人材の需要は高まる。そのような状況

で、海外移動に強い影響を持つ要因は解決可能なものが多く、看護師を海外に引き寄せるには、

病院運営管理の中で外国人人材をどう活用し、彼らの能力強化を実践していくかの新しい視点

が必要であろう。 
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